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継続企業の前提に関する重要な疑義の解消に関するお知らせ 

 

当社は、本日公表した 2020年 2月期第 2四半期報告書において、継続企業の前提に関す

る重要な疑義を生じさせるような事象又は状況は解消したと判断し、その旨記載しました

ので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

当社は、直近の事業年度において継続的な当期純損失を計上しておりましたが、これに

対処すべく持続的な成長を図る上で事業基盤を強固にするために、一層のコスト管理の徹

底、中古商材の構成強化、EC 部門の強化等の諸施策の実行を推進した結果、前事業年度に

当期純利益１億８百万円を計上し、また当第２四半期累計期間においても９千４百万円の

四半期純利益を計上しております。 

 

また資金面については、健全な財務バランスを保ちつつ、事業活動に必要な資金の安定

的な確保及び流動性の維持に努めており、資金計画に基づき想定される需要に十分に対応

できる資金を確保しております。 

 

以上を踏まえ、当第２四半期累計期間において、継続企業の前提に関する重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況は、解消したと判断しております。 

 

株主、取引先をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご心配をお掛けしておりまし

たが、業績の回復により継続企業の前提に関する重要な疑義の解消にいたりました。今後

とも更なる業績及び企業価値の向上に努めてまいりますので、引き続きご支援を賜ります

よう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

以 上 


